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昨年・今年と，相次ぐ風水害により，防災・減災への備えの意識が高まっている。地球上いかなる

場所，何時いかなる時間においても，それが自然災害(台風，洪水，地震)，感染症の世界的流行，故

意または事故による人為災害（テロや火災）であっても，その影響は広い地域を巻き込み，壊滅的と

なる可能性がある。東日本大震災と福島第一原子力発電所メルトダウン事故は，あまりにも大きな犠

牲・痛手となった。 

筆者は，放射線・放射性同位元素の管理と感染症(ウイルス学)の教育・研究に長年携わってきたの

で，放射線管理と感染症対策を比べてみたい。放射性同位元素の場合，リスクの本質は，放射壊変で

あり，放射線障害として顕在化する。病原微生物では，リスクの本質は，爆発的増殖であり，感染症

として顕在化する。どちらも目には見えないが，放射線の場合，サーベイメータにより即時検出は可

能である。病原微生物の場合は，即時検出は困難である。一方，リスクの消去は，病原微生物の場

合，滅菌により可能だが，放射性同位元素の場合は避難・除染・減衰と限定的といえる。またリスク

の起源は，放射性同位元素の場合，多くは人工であるが，病原微生物の場合は，人が保有する場合も

含めて多くは自然に由来する。ただし，両者とも，テロの脅威は潜在的に存在する。障害の予防につ

いては，病原微生物の場合は，ワクチン開発にて可能，またパンデミックに備えてワクチン，抗ウイ

ルス薬の備蓄も進んでいるが，放射性同位元素の場合，予防・治療の手段は比較的限定的といえる。  

法体系は，放射線については，原子力基本法/放射線障害防止法・放射性同位元素等規制法である

が，感染症では，感染症法(正式名：感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律）が定

められている。これは，明治 30(1897)年制定の旧伝染病予防法を 100 年ぶりに改めて平成 10(1998)年
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定められたものである。ただし，病原微生物の管理については，放射性同位元素等の管理の方が先行

していて，バイオテロや事故による感染症の発生蔓延を防止するため，特定病原体等を１類～４類ま

でに分類し，所持の禁止，許可，届出を求めるようになったのは，ようやく平成 18(2006)年からであ

る。 

放射線管理においても，感染症対策(バイオセーフティ)においても，共通する金言は，蓋し，「も

のを怖がらな過ぎたり，怖がり過ぎたりするのはやさしいが，正当に怖がることはなかなかむつかし

い。寺田寅彦」，「In the fields of observation, chance favors only the prepared mind.  Louis 

Pasteur」といえる。 

科学的知識・技能を備えた専門家集団が，緊急事態とその修復過程で重要な役割を果たし，事態の

本質の理解と将来起こる類似の事態に対しての最適な対処を提供することが求められている。大学に

おける日常の放射線管理においても，このような視点は重要かもしれない。 
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話題 
 

1 分子イメージング技術利用推進検討会の開催について 

  2018 年 11 月 21, 22 日の二日間、当施設において全

国より分子イメージングの教育、研究に携わる研究者、

技術者、および放射線安全管理担当者を募り、教育研修

プログラムを開催し、合わせてアイソトープ総合センタ

ー長会議ワーキンググループの活動としての分子イメー

ジング技術利用推進検討会を開催しました。参加者は受

講者 10 名、講師スタッフ 18 名の計 28 名でした。プロ

グラムでは２日間にわたり、分子イメージングの最新の技術に関する講演、施設・装置等

の見学と、画像解析手法の実習の検討、分子イメージング技術の安全利用のための討論会

などが行われました。（花房） 

 

2 自然生命科学研究支援センター公開コロキウムの開催について 

 第 14 回自然生命科学研究支援センター公開コロキウムは、光・放射線情報解析部門が

担当し、2019 年 2 月 1 日に鹿田施設 2 階講義室を会場に開催しました。コロキウムでは

本学教職員、学生、企業関係者らが多数参加し、センター教職員やセンターを利用して成

果を上げた本学教員が、研究支援の実例や今後の展望、研究の成果などを発表し、情報交

換を行いました。 

 まず、竹内大二研究担当理事（センター長）より開会の挨拶を頂き、続いて全 8 題の演

題発表が行われました。演題（演者、敬称略）は以下の通りです。 

 

 トランスポーター創薬を指向した化学伝達の制御（宮地 孝明：ゲノム・プロテオー

ム解析部門） 

 Mass spectrometry imaging を用いた糖尿病性腎症の病態解明（宮本 聡：大学病院 

新医療研究開発センター） 

 研究支援職員にとっての「研究」とは（矢田 範夫：動物資源部門） 

 動物実験計画書審査トレーシングシステムについて（樅木 勝巳：動物資源部門） 

 放射線種による DNA 損傷の多様性と共通性について（寺東 宏明：光・放射線情報解

析部門） 

 気孔の閉口運動を調節する孔辺細胞アブシジン酸シグナル伝達（宗正 晋太郎：大学

院環境生命科学研究科（農））  

 多剤耐性や病原性を支配する細菌の DsbA タンパク質の構造と機能解析（田村 隆：

分析計測・極低温部門） 

 機能性分子の有機合成と構造決定（依馬 正：大学院自然科学研究科（工）） 
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 今回のコロキウムは、特に研究発表を中心に演題を提供頂き、センターが本学の研究支

援組織として活動していることを確認できたと思います。コロキウム終了後は大学生協子

鹿ショップカフェテリアに移動し、情報交換会を行いました。来年度のコロキウムはゲノ

ム・プロテオーム部門の担当で行われます。（寺東） 

 

3 定期検査・定期確認の受検について 

  特定許可施設において、法令により受検が定められている 3 年毎の定期検査・定期確

認を令和元年 7 月 23 日に受検しました。受検日は施設の大規模改修に伴い施設が一時閉

鎖されるのに伴い、閉鎖前に前倒ししたものです。検査にあたったのは放射線管理研究所

の検査官 2 名で、施設からは寺東、花房、永松が参加しました。事務からは藤井主査が立

ち会いました。9:30 まず定期確認から開始し、承認証の原本の確認から順番に書類の確

認を行ないました。続いて 11:00 より定期検査に移り、サイクロトロンを稼働させての漏

洩線量の測定や、各作業室の標識、流し等の検査が行なわれました。13:05 にすべての検

査を終え、定期検査の実施結果については適合、定期確認の実施結果については適切に記

載され保存されていることを確認したとの結果を受け取りました。（花房） 

 

4 施設の大規模改修について 

  岡山大学（鹿田）ライフライン再生 II（RI 実験施設空調設備等）工事との名称で当施

設の大規模改修が 9 月より開始されました。工事は 2020 年 3 月末まで行われる予定で

す。この工事では老朽化した屋外の排気設備、給気設備、空調機器類、RI モニター類の

交換等が行われます。一部の工事は昨年度既に実施されています。今回は排気設備の取り

替えの間 RI の利用が出来ないため、既にご連絡の通り施設が一時閉鎖されることとなり

ました。利用者の皆様にはご迷惑をおかけします。今回の工事は管理区域を維持したまま

行うこととしました。従って工事関係者は放射線業務従事者、または一時立入り者として

管理の対象とし、出入り管理や教育訓練等、必要な管理を行ったうえで工事が進められて

います。（花房） 
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研究紹介 
 

RI 鹿田施設におけるラドン療法の新規適応症の探索とその機構解明 

 

岡山大学大学院保健学研究科 片岡隆浩，山岡聖典 

 

緒論 

 岡山大学病院旧三朝医療センターでは，ラドン温泉を活用した療法が実施されてきた。

疼痛や呼吸器疾患などの適応症に関して，その詳細なメカニズムは充分には解明されてお

らず，医師の経験に基づき治療方法が決められていた。我々は鹿田施設内に小動物用ラド

ン吸入装置を開発・設置し，ラドン療法の適応症の現象確認と機構解明を実施してきた。

本稿では，前報 1)後に得られた新規適応症の探索とその機構解明に関する成果の概要を以

下に紹介する。 

 

１．ラドン吸入による各種疾患の抑制効果に関する検討例 

1.1 カラゲニン誘導炎症性浮腫の抑制効果 2) 

マウスに 2000Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた直後に，足に 1％カラゲニンを

50μl 投与した。カラゲニン投与に伴い足浮腫が誘導されたが，ラドン吸入した方が sham

（擬似）吸入に比べ有意に小さいことから，ラドン吸入はカラゲニン誘導浮腫を抑制する

ことが示唆できた。また，炎症の指標である血清中の tumor necrosis factor-α（TNF-α）

と nitric oxide（NO）はカラゲニンを投与するとそれぞれ有意に増加したが，ラドン吸入

の方が sham 吸入に比べいずれも減少した。さらに，血清中の抗酸化酵素の１つである

superoxide dismutase (SOD)の活性はラドン吸入の方が sham 吸入に比べ有意に高かっ

た。以上の所見などから，ラドン吸入は抗酸化機能を亢進させることでカラゲニン誘導浮

腫を抑制することが示唆できた。 

 

1.2. デキストラン（DSS）誘導マウス大腸炎の抑制効果 3) 

マウスに 2000Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた後，3%DSS または蒸留水の経口自

由摂取を７日間実施した。その間，ラドン吸入は継続させ，DSS 摂取終了後に安楽死さ

せた。その結果，ラドン吸入により大腸組織中の SOD 活性と総グルタチオン（t-GSH）

量が有意に増加し過酸化脂質（LPO）量が有意に減少したことから抗酸化機能の亢進が示

唆できた。また，DSS 経口投与により誘発した大腸炎はラドン吸入により改善し，血漿

中の NO 量，TNF-α量および大腸組織中のミエロペルオキシダーゼ活性，LPO 量が有意

に減少した。以上の所見などから,ラドン吸入は抗酸化機能を亢進させ，DSS 誘導大腸炎

を抑制することが示唆できた。 
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1.3. ホルマリン誘発炎症性疼痛の抑制効果 4) 

マウスに 1000 または 2000 Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた。その直後に，後肢

の足底皮下にホルマリンを投与し，疼痛様行動を測定した。その結果，2000 Bq/m3のラ

ドンを吸入した方が sham 吸入に比べ炎症性の疼痛様行動が有意に抑制されたことから，

ラドン吸入は炎症性疼痛を抑制することが示唆できた。ホルマリン投与により血清中の

TNF-α値と NO 値が有意に増加したが，ラドン吸入の方が sham 吸入に比べ有意に減少

した。これより，ラドン吸入は炎症を抑制することが示唆できた。ホルマリン投与により

血清と足中の抗酸化機能は有意に低下したが，ラドン吸入の方が sham 吸入に比べ有意に

高かった。これより，ラドン吸入は酸化障害を抑制することが示唆できた。以上の所見な

どから，ラドン吸入は抗酸化機能を亢進し，ホルマリン誘発炎症性疼痛を抑制することが

示唆できた。 

 

1.4. 神経障害性疼痛の抑制効果 5) 

 神経障害性疼痛モデルマウスに 1000 または 2000 Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させ

た。その結果，神経障害性疼痛に伴い増加する機械的刺激に対する逃避行動の回数は，

2000 Bq/m3のラドンの事前または事後吸入により疼痛が緩和することがわかった。神経

損傷による血漿中ノルアドレナリン（NE）量の増加や SOD 活性の減少が，2000 Bq/m3

ラドンの事前・事後吸入により抑制された。以上の所見などから，2000 Bq/m3のラドン

の吸入が神経障害性疼痛を緩和することが示唆できた。また，本緩和効果にはラドン吸入

による NE 量の抑制，すなわちラドンが中枢感作へ関与することも示唆できた。 

 

1.5. 一過性脳虚血に伴う細胞障害の抑制効果 6) 

スナネズミに 2000Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた。吸入終了後，両側の総頚動脈

を小血管クリップで 10 分間閉塞することにより一過性脳虚血を負荷した。その結果，一

過性脳虚血負荷に伴い海馬 CA1 領域の細胞障害の割合は有意に増加したが，ラドン吸入

をすると細胞障害は有意に抑制され海馬は正常に近い形態を維持した。また，ラドン吸入

により脳中の SOD 活性は有意に増加した。以上の所見などから，ラドン吸入は脳中の

SOD 活性を増加させることで，一過性脳虚血に伴う神経細胞障害を緩和することが示唆

できた。 

 

1.6. 糖尿病性腎症の抑制効果 7) 

マウスにストレプトゾトシン（STZ）を 5 日間連続で投与した。4 週間後に血糖値

300mg/dL 以上のマウスを 2 群に分けた。ラドン吸入群は 2000Bq/m3のラドンを 4 週間

吸入させた。その結果，ラドン吸入は高血糖により悪化した尿中アルブミンや腎糸球体の

線維性変化を改善した。また，ラドン吸入は腎臓中の抗酸化機能を亢進し，1 型糖尿病性

腎症を抑制することが示唆できた。 
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1.7. オキソン酸カリウム誘導高尿酸血症の抑制効果 8) 

 マウスに 2000Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた後，高尿酸血症誘導剤であるオキソ

ン酸カリウム(500mg/kg 体重)を腹腔内投与した。その結果，オキソン酸カリウム投与に

より増加した血清尿酸値は，ラドン吸入により有意に減少した。また，肝臓・腎臓中の

SOD 活性と t-GSH 量はオキソン酸カリウム投与のみに比べ投与前にラドン吸入させた方

が有意に高くなった。キサンチンオキシダーゼ（XOD）活性はオキソン酸カリウム投与

により増加傾向を示したが，投与前にラドン吸入させると減少傾向を示した。以上の所見

などから，ラドン吸入が XOD 合成を阻害して尿酸の生成を抑制することにより，血清尿

酸値を低下させ高尿酸血症の予防あるいは治療に有効であることが示唆できた。 

 

1.8. ラドンの吸入または飲泉によるアルコール誘導胃粘膜障害の抑制効果 9)  

 マウスに 2000Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた。吸入終了後，30%（低濃度）また

は 60%（中濃度）のアルコールを各々胃に直接投与し，胃粘膜障害を誘導した。その結

果，ラドン吸入により中濃度アルコール投与した場合，胃粘膜障害と胃中 LPO 量が有意

に減少した。以上の所見などから，ラドン吸入は酸化ストレスを軽減することで胃粘膜障

害が抑制することが示唆できた。 

 

1.9. シスプラチン誘導腎障害の抑制効果 10) 

放射線感受性の異なる 2 系統（BALB/c，C57BL/6J）のマウスに 1000 または 2000 

Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた後，シスプラチンを投与した。ラドン吸入により

C57BL/6J でのシスプラチンの毒性に対して被毛状態改善の僅かな好効果を示した。同様

に，1000Bq/m3のラドン吸入により BALB/c ではクレアチニン値が減少し SOD 活性が増

加した。以上の所見などから，ラドン吸入はシスプラチン誘導腎障害を緩和することが示

唆できた。 

 

1.10. 強制水泳誘導うつ病の抑制効果 11) 

強制水泳試験前後に，マウスに 2000Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた。その結果，

強制水泳試験に伴ううつ様行動や脳内ノルアドレナリン・ドーパミンなどのモノアミンの

減少に対しラドン吸入により増加したことなどから，ラドン吸入には抗うつ効果のあるこ

とが示唆できた。 

 

2．ラドン効果の定量と抗酸化ビタミン剤などとの併用効果例 

2.1. 四塩化炭素（CCl4）誘導肝障害に対するラドンとアスコルビン酸の抗酸化作用の比

較 12,13) 

マウスに 1000 または 2000 Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させ，その直後に CCl4(4 

ml/kg 体重，5％ in オリーブオイル)を腹腔内投与した。他方，アスコルビン酸(0，100，
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300，500 mg/kg 体重)または α-トコフェロール(0，100，300，500 mg/kg 体重)をそれぞ

れ腹腔内投与し，その直後に同様の CCl4を腹腔内投与した。その結果，肝臓の場合，ラ

ドン吸入とアスコルビン酸投与のいずれも CCl4誘導肝障害を抑制した。肝機能，脂肪

肝，病理学的観察および酸化障害の抑制の程度から，ラドン吸入による CCl4誘導肝障害

の抑制は 500 mg/kg 体重のアスコルビン酸の投与または 300 mg/kg 体重のα-トコフェロ

ールの投与のそれに相当することがわかった。これは，ラドン吸入により肝臓中の SOD

活性，カタラーゼ活性およびグルタチオンペルオキシダーゼ(GPx)活性が有意に増加した

ためと考えられた。 

他方，300，500 mg/kg 体重の α-トコフェロールの投与またはラドンの吸入により血清

中のクレアチニンや腎臓中の LPO 量が有意に減少したことから，腎障害や酸化障害の抑

制が示唆できた。以上の所見などから，腎障害の抑制の程度は，機序は異なるものの，概

ね 2000 Bq/m3ラドンの吸入と 300～500 mg/kg 体重 α-トコフェロールの投与が相当する

ことがわかった。 

 

2.2.ラドン吸入と抗酸化ビタミン投与の併用による急性アルコール性肝障害の抑制効果 14) 

マウスに 2000 Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた後，5g/kg 体重・50%のアルコール

を腹腔内投与した。他方，同様に，ラドン吸入後に 300mg/kg 体重のアスコルビン酸また

はα-トコフェロールを腹腔内投与し，各処置の直後にアルコール投与をした。その結

果，ラドン吸入とアスコルビン酸またはα-トコフェロール投与を併用した場合，ラドン

吸入のみまたは単独投与に比べ肝機能が有意に減少し正常値に近づいたことから，ラドン

吸入による抗酸化機能の亢進と拮抗することなく相加的または相乗的に抑制効果を示すこ

とがわかった。 

 

2.3. 一過性脳虚血に対するラドンとアスコルビン酸の抗酸化作用の比較 15) 

スナネズミに 2000 Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた。また，100，300，500 

mg/kg 体重のアスコルビン酸を腹腔内投与した。吸入または投与の直後に，一過性脳虚血

モデル動物を作製した。その結果，一過性脳虚血に伴う細胞障害の悪化はラドン吸入，ア

スコルビン酸摂取により共に改善されたが，ラドン吸入による改善効果は 500 mg/kg 体

重アスコルビン酸投与のそれと同程度であることが示唆できた。 

 

2.4. ラドン吸入とプレガバリン投与の併用による神経障害性疼痛への抑制相加効果 16) 

神経障害性疼痛モデルマウスに，1000 Bq/m3のラドンを 24 時間吸入させた後，疼痛治

療薬のプレガバリンを投与した。その結果，神経障害性疼痛の抑制効果について，

1000Bq/m3・24 時間のラドン吸入は約 1.4 mg/kg 体重のプレガバリン投与に相当するこ

と， 1000Bq/m3・24 時間のラドン吸入と 3mg/kg 体重のプレガバリン投与の併用は約
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4.1mg/kg 体重のプレガバリン投与に相当することがわかった。以上の所見などから，ラ

ドン吸入とプレガバリン投与の併用には抑制の相加効果のあることが示唆できた。 

 

3. ラドン吸入による抗酸化機能亢進に関する機構解明例 

 3.1. ラドン吸入による SOD 活性増加の機構解明 17) 

ラドン吸入により諸臓器中の SOD 活性が増加することを報告してきたことから，SOD

活性の増加のメカニズムについて検討した。その結果，SOD の内，ミトコンドリア SOD

（Mn-SOD）活性が増加することがわかった。次に，Mn-SOD の合成に関与する ataxia 

telangiectasia mutated（ATM）や nuclear factor (NF)-κB-inducible kinase（NIK），

またその下流にあるタンパクの nuclear factor(NF)-κB が増加したことから，ラドン吸入

に伴う酸化ストレスにより Mn-SOD 活性が増加することが示唆できた。 

 

結論 

 下図に示す通りラドン吸入は酸化ストレス誘導の疾患を抑制したことから，ラドン療法

の新規適応症の可能性を明らかにすることができた。また，ラドン吸入による酸化ストレ

スの抑制の程度は，臓器・組織によらず 300~500mg のアスコルビン酸やα-トコフェロ

ールの投与のそれに相当することから，比較的強い抗酸化作用のあることや，それらの併

用により概ね相加効果のあることも示唆できた。 

  

本稿を含め我々の研究により，身近な気体であるラドンを適量吸入すると生活習慣病や

老化を抑制し健康長寿に役立つこと，ラドンから生じる少量の活性酸素が生理的刺激とな

り生体防御機能を活性化させること，ラドン吸入と併用すると治療薬の使用量は減少し副

作用や費用の軽減などに役立つことなどの可能性が明らかにできた。他方，超高齢化社会

図 ラドン吸入による酸化ストレス関連疾患の抑制効果研究例 
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が進む我が国において，我々はラドン健康効果の一層の医学的解明と有効利活用を通じて

健康長寿社会の実現に寄与するとともに，スポーツ医学や健康食物科学なども含めた予防

の医学・介護の研究発展に貢献したいと考えている。 
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機器紹介 
 

SPECT/CT 装置 取扱説明会報告  
 

2019 年 8 月 7 日から二日間、SPECT/CT 装置の取り扱い説明会を実施した。講師はキ

ヤノンマーケティングジャパンの白井直樹氏にお願いした。当機器は、2012 年度末に医歯

薬学総合研究科により鹿田施設に導入されたものであり、導入後約 6 年が経過し、メンテ

ナンスも必要なことから、機器の調整も含め、あらためて取扱説明会を兼ねて開催した。

現在 RI 施設では分子イメージング機器の導入が盛んである。新薬の開発研究の分野では、

薬物動態を確認する手段として重要な役割を果たしている。今後の当施設の利用率向上に

おいても大いに活躍してほしい高額機器の一つである。（永松） 

      

説明会の様子 

マウスに取り込まれた 99ｍTc 試薬の SPECT 画像 
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【学会発表等】 

1.第 43 回中国地区放射線影響研究会， 

2018 年 7 月 31 日（広島市） 

長田直之，沖雄一，山崎敬三，柴田誠一，寺東宏明 

「加速器由来放射性エアロゾルのワイヤスクリーンを用いた粒径分布測定」 

 

2. 第 43 回中国地区放射線影響研究会， 

2018 年 7 月 31 日（広島市） 

寺東宏明，徳山由佳，澤尻昌彦，保田浩志 

「低線量率放射によって生じる細胞内 DNA 損傷の解析」 

 

3.日本放射線影響学会第 61 回大会，2018 年 11 月 8-10 日（長崎市） 

德山由佳, 森加奈恵, 平山亮一, 古澤佳也, 寺東宏明 

「1M ジメチルスルホキシド存在下で重粒子放射線によって生じる DNA 損傷と変異」 

 

4.日本放射線安全管理学会第 17 回学術大会（名古屋市） 

2018 年 12 月 5-7 日 
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「原子炉中性子によって生じる DNA 損傷の分析」 
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【著書】 

よくわかる放射線・アイソトープの安全取扱い−現場必備！教育訓練テキスト− 

（分担執筆 法令 p81-p102）、丸善出版株式会社 2018 年発行 

編集者:小野俊朗、著者:加藤真介、小島康明、佐瀬俊哉、角山雄一、花房直志 
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利用統計 
 

施設利用者(放射線業務従事者)、研究課題 

 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

利用者数 199 名 182 名 170 名 164 名 176 名 

研究課題数 74 件 74 件 55 件 52 件 48 件 

 

受入（製造）核種数量の推移 

入庫核種数量の推移（MBq） 

 P-32 H-3 C-14 I-125 Rb-86 Co-57 I-131 

平成 26 年度 389 68 0 269 41 36 0 

平成 27 年度 344 943 0 430 39 0 0 

平成 28 年度 377 0 0 339 41 0 148 

平成 29 年度 388.09 32.72 9.25 120.46 41.37 0 0 

平成 30 年度 400.28 11.06 0 41.32 39.86 0 74 

 

 Sr-90 In-111 Ga-67 Mo-99 Tc-99m I-123 Zn-65 

平成 26 年度 0 607 518 19,920 10,510 2,120 0 

平成 27 年度 0 863 296 17,777 32,094 5,217 8 

平成 28 年度 0 222 370 1,850 5,960 999 0 

平成 29 年度 0 0 185 0 0 2,890 0 

平成 30 年度 0 296 74 3,700 4,900 0 0 

 

ポジトロン核種の製造数量（MBq） 

 C-11 F-18 O-15 Cu-64 Zr-89   

平成 26 年度 166,900  4,089,940  3,000  18,690 1,491    

平成 27 年度 561,800 1,019,920 0 0 5,841   

平成 28 年度 156,900 65,810 0 0 6,610   

平成 29 年度 0 23,000 0 0 6,750   

平成 30 年度 107,000 26,220 0 222 12,510   

 

 

 

 



 18

鹿田施設スタッフおよび委員会委員（2019 年度） 

 

施設スタッフ 

部門長, 施設長 寺 東 宏 明 

教授  寺 東 宏 明 

准教授  花 房 直 志 

技術専門職員 永 松 知 洋 

技術職員 今 田  結 

技術職員 磯 辺 みどり 

事務補佐員 寺 田 輝 子 

 

 

委員会委員（2019 年度） 

 

自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門鹿田施設運営会議 

施設長     教授  寺 東 宏 明 

医学部     教授  山 岡 聖 典 

歯学部     教授  浅 海 淳 一 

大学院医歯薬学総合研究科  准教授  平 木 隆 夫 

自然生命科学研究支援センター  教授  高 橋   卓 

中性子医療研究センター   准教授  花 房 直 志 

 

自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門 

鹿田施設放射線障害防止委員会 

施設長     教授  寺 東 宏 明 

中性子医療研究センター   准教授  花 房 直 志 

自然生命科学研究支援センター  技術専門職員 永 松 知 洋 

教育学部    教授  伊 藤 武 彦 

理学部     教授  髙 橋    卓 

医学部     助教  花 元 克 巳 

歯学部     准教授  十 川 千 春 

薬学部     教授  上 田 真 史 

工学部     助教  曲    正 樹 

環境理工学部    教授  木 村 幸 敬 

農学部     教授  田 村   隆 

大学院医歯薬学総合研究科  助教  百 田 龍 輔 
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資源植物科学研究所   教授  且 原 真 木 

岡山大学病院    准教授  平 木 隆 夫 

大学院自然科学研究科（理）  助教  岡 本   崇 

自然生命科学研究支援センター  准教授  宮 地 孝 明 

 

  



運営日誌（H30.4～H31.3） 

平成 30 年   

4 月 16・19 日 平成 30 年度第 1-2 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区）   

  受講者数 20 名 (4/16：11 名 4/19：9 名 ) 

4 月 16・19 日 平成 30 年度 4 月光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練   

  受講者数  15 名 (4/16…13 名 4/19…2 名 ) 

4 月 17・20 日 平成 30 年度第 1-2 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区）    

  受講者数 14 名 (4/17…9 名 4/20…5 名 ) 

4 月 18 日  平成 30 年度第 1 回英語による新規教育訓練（鹿田地区）   

  受講者数 10 名 

5 月 21 日  保健学科 2 年生臨時新規教育訓練 38 名 

5 月 22 日  平成 30 年度第 1 回第１種作業環境測定士連絡会 

5 月 23 日  放射性同位元素等安全管理委員会 

6 月 6 日～7 月 31 日 

  保健学科放射線技術科学専攻の 3 年生  41 名  

  放射線計測学実験Ⅱ・放射線安全管理学実験 

6 月 6〜7 日 国立大学アイソトープ総合センター長会議（名古屋大学） 

6 月 11 日  平成 30 年度第 4 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区）   

  受講者数  9 名 

  平成 30 年度 6 月光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練   

  受講者数  8 名 

6 月 12 日  平成 30 年度第 4 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区）   

  受講者数 7 名 

6 月 15・26 日 平成 30 年度第 1 回施設説明会 

「施設改修工事計画に関する使用者説明会」   

  参加者 11 名（6/15・6 名 6/26・5 名） 

7 月 3 日  自然生命科学研究支援センター運営委員会 

7 月 23 日  平成 30 年度第 2 回施設説明会 

「鹿田施設動物利用者ミーティング」   

  参加者 6 名 

7 月 26 日  鹿田施設運営会議 

8 月 6 日  原子力規制庁法令改正説明会(J ホール) 

9 月 5 日  平成 30 年度第 2 回英語による新規教育訓練（鹿田地区）   

  受講者数 6 名 

9 月 6 日  平成 30 年度第 5 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区）   

  受講者数 7 名 

  平成 30 年度 9 月光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練   

  受講者数  7 名 

9 月 7 日  平成 30 年度第 5 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区）   

  受講者数  7 名 

9 月 11 日  大学等放射線施設協議会平成 30 年度総会（東京大学・弥生講堂） 

  大学等における放射線安全管理研修会 
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9 月 13 日  原子力規制庁立入検査 

9 月 14 日  原子力規制庁立入検査講評 

  日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会第 24 回中国・四国支部主任者研修会 

9 月 20 日  平成 30 年度第 3 回施設説明会  

「鹿田施設利用者ミーティング・導入希望機器等について」   

  参加者 2 名 

平成 30 年 10 月 1 日～平成 31 年 1 月 31 日 

保健学科放射線技術科学専攻の 3 年生 42 名 

放射線計測学実験Ⅱ・放射線安全管理学実験   

平成 30 年 10 月 1 日～平成 31 年 1 月 31 日 

保健学科放射線技術科学専攻の 2 年生 38 名  

放射化学実験 

11 月 1 日 放射性廃棄物処理(鹿田施設) 

  動物  6 本、可燃物 4 本、難燃物 9 本、不燃物 2 本、 

焼却型フィルタ 37 枚、有機液体 12 本 

  放射性廃棄物処理(OMIC 関係) 

  動物 6 本、可燃物 5 本、難燃物 8 本、不燃物 2 本、焼却型ヘパフィルタ 2 箱 

11 月 12 日 平成 30 年度第 7 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区）   

  受講者数 1 名  

  平成 30 年度 11 月光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練   

  受講者数 3 名 （内学外者 2 名） 

11 月 13 日 平成 30 年度第 7 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区）   

  受講者数  0 名 

11 月 16 日 平成 30 年度第 3 回英語による新規教育訓練（鹿田地区）   

  受講者数 5 名（講義 5 名、実習 5 名） 

11 月 21～22 日 第 8 回分子イメージングに関する教育研修プログラム開催   

  （受講者 10 名） 

12 月 7 日 計画停電立入者事前教育訓練（ 12 名） 

12 月 17 日 平成 30 年度第 4 回施設説明会 

「施設改修工事計画に関する使用者説明会」   

  参加者 5 名 

 

平成 31 年   

1 月 10 日  平成 30 年度第 8 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区）   

  受講者数  9 名 

  平成 30 年度 1 月光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練   

  受講者数  9 名 

1 月 11 日  平成 30 年度第 8 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区）   

  受講者数  10 名 

1 月 16 日  平成 30 年度第 2 回第１種作業環境測定士連絡会 

1 月 18 日  医学科 1 年生基礎放射線学実習 59 名 

1 月 25 日  医学科 1 年生基礎放射線学実習  55 名 

2 月 1 日  自然生命科学支援センターコロキウム開催 
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2 月 6 日  医学科 1 年生基礎放射線学実習（欠席者対象）  3 名 

2 月 7 日  共同利用機器講習会《対象機器：液体シンチレーションカウンター》   

  参加者数 8 名 

2 月 13 日  共同利用機器講習会 

《対象機器：Ge 半導体検出器(GEM15200-P 型)》    

  参加者数 7 名 

3 月 3 日  平成 30 年度放射線業務従事者再教育訓練    

  受講者数  78 名 (内、保健学科学生 38 名・外部 3 名) 

平成 30 年度放射線業務従事者再教育訓練（英語）   

  受講者数 5 名 

3 月 5 日  平成 30 年度放射線業務従事者再教育訓練    

  受講者数  93 名 (内、保健学科学生 33 名・外部 2 名) 

3 月 11～15 日 平成 30 年度放射線業務従事者再教育訓練（ビデオ講習）   

  受講者数  56 名 (内、外部 2 名) 

  平成 30 年度放射線業務従事者再教育訓練（英語ビデオ講習）   

  受講者数  3 名 

3 月 18～31 日 平成 30 年度放射線業務従事者再教育訓練（個別ビデオ講習）   

  受講者数  1 名 

3 月 27 日  2019 年度放射線安全取扱部会年次大会実行委員会 

 

変更承認申請、施設検査等記録 

主な承認申請 

平成 ５年 ２月 ２日 アイソトープ総合センター設置承認  

平成 ８年 ３月１２日 焼却実験棟の設置承認 

平成１０年 １月２１日 地下貯蔵室の設置承認 

平成１２年１２月 ２日 貯蔵能力の変更、密封線源の使用制限等  

平成１６年 ３月 ８日 貯蔵能力・核種・数量・使用場所の変更等 

平成１６年 ５月２８日 使用核種、数量の変更等 

平成１８年１２月１８日 ２階管理区域の解除 

平成２２年 ５月１９日 焼却研究棟の廃止、地下部分の管理区域の一部解除 

平成２３年 ２月２１日 サイクロトロンの設置承認 

平成２３年 ８月２５日 排気、排水設備の一部変更 

平成２４年 ９月 ５日 使用核種、数量の変更、管理区域の一部拡大、遮へい体の追加 

平成２６年 １月 ７日 細胞病理実験室における PET 核種 SPECT 核種の使用 

平成２６年 ９月２４日 SPECT 核種の使用数量の増強、ラジウム等の使用開始 

平成２７年１１月 ２日  PET 核種の平均存在数量の扱いの変更 

 

立入検査、施設検査（定期検査・定期確認） 

平成 ５年 ３月３１日  施設検査（４月１９日合格） 

平成 ８年 ５月１３日  焼却実験棟の設置に係る施設検査（５月２２日合格） 

平成１１年 ４月２２日  科学技術庁立入検査 
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平成１３年 ５月１８日  施設検査（６月２９日合格） 

平成１６年 ５月１４日  定期検査（６月１４日合格） 

平成２０年 ４月１７日  文科省立入検査 

平成２３年 ３月１５日  施設検査（３月１８日合格） 

平成２３年１１月１７日  施設検査（１１月２１日合格） 

平成２５年 ３月 ７日  施設検査（平成２５年３月８日合格） 

平成２５年１０月１７日  定期検査・定期確認（平成２５年１１月１１日合格） 

平成２８年１０月１３日  定期検査・定期確認（平成２８年１１月 ２日合格） 

平成３０年 ９月１３日 原子力規制庁立入検査 

令和 元 年  ７月２５日 定期確認・定期検査（令和元年８月５日合格） 
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あとがき 

 

  鹿田施設ニュース第 14 号をお届けします。施設の大規模改修も始まり、利用者の皆様

にはご迷惑をおかけいたしております。前号から PDF 版のみの発行となり、印刷媒体の

ニュースについては経費削減のため廃止しましたが、内容はこれまで通り、皆様に鹿田施

設の現状と活動の状況をお知らせするため発行を継続していく予定です。 

今回の編集は事務補佐員の寺田が担当いたしました。こちらに勤務して丸 10 年、本施

設では主に窓口、電話応対、利用料金請求等の担当をさせていただいており、担当以外の

分野は寡聞ですので、今回の編集で改めて当施設を知る良い機会になりました。 

今後も変更や改善を行っていく予定ですので、施設に関するご意見等はぜひ掲載の施設

スタッフや各委員にお寄せください。今後ともよろしくお願い致します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


